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1総 合 的 な学 習 の 時 間 の ね らい

1設 置 に当たって

文部省 は、平成8年7月 の中央教育審議会 第一次答 申及 び、教育課程審議会答 申にお け る

提言 を踏 まえ、学校教育法施行規則の改訂 によ り、「ゆ と り」 の 中で 自 ら学 び、 自 ら考 え る

力 な どの 「生 きる力」 の育成 を基本 と して、横 断的 ・総合的 な指導 を推 進す るため に、総 合

的 な学習 の時間を設 けるこ とを定めた。平成12年 度か ら新 しい学習指導要領の移行措置 が実

施 され、一部 の都立高等学校 において、総合 的な学習 の時間の試行が開始 され た。 しか し、

今年度 にお ける都立高等学校 の総合的 な学習の時間の試行率 は、まだ十分 とはい えない。 移

行期 の初年 度 とはいえ、各学校で実施す る上で様 々な課題があ るためでは ない だろ うか。 総

合 的な学習 の時間は、各教科 ・科 目とは異 な り、その内容が示 されてい ない。す ぐに応用 で

きる実践事例 も高等学校 の場合、多 くはない。 これ までの教科指導 中心の指導で は十分対 応

で きないこれ らの現状が 、私 たち教員の不安 や戸惑 いにつ なが り、総合的 な学習の時 間の試

行へ のため らいになっているので はないか。 また、効果的な教育活動を展開するための、チー

ムテ ィーチ ングや情報機器の活用等指導体制の確立 や、学習環境の整備 をどの ように して充

実 させ るか 。 さらに、学校が組織 と して十分な協 力体制 を築 き上 げるための 、教員 自 らの意

識改革 をいかに して進 めてい くか。具体的 に解決 すべ き多 くの課題があ るにせ よ、教育改 革

が 国民 的な課題 であ り、 とりわけ総合的 な学習 の時間は、子 どもの主体的学習への重要 な動

機付 け となる ものであ り、今次学習指導要領改訂 のポ イン トで ある。

2資 質 ・能 力の育成 に当たって

子 どもたち を取 り巻 く環境が大 きく変化 している今 日、いか なる変化 に も対応す る資 質 ・

能力 として、た くま しく 「生 きる力」 や自己の在 り方生 き方 を考 える力 を育 成 して い くこ

とが求 め られている。 これか らの学校教育 においては、従来型 の知識注入 を中心 とした教育

だけでは十分 ではない。自 ら課題 を見付け、 自ら学 び、 自ら考 える力 を育成す るために、体

験 的、問題解 決的な学習 の充実 を図 ることが重視 されなければな らない。総合的 な学習 の 時

間は、 これまで機会 の少 なかった潜在的 な学習意 欲や興味 ・関心 を引 き出す教育 として従来

の授業 と車 の両輪 のご とく行 われ ることによ り、教育 的効果 を一層前進 させ るこ とが重 要 で

ある。

3学 習活動 に当たって

総合 的な学 習の時間の実施方法 については、今 後様 々な実践事例の研 究や学校間の意 見交

流 な どを通 して、継続的 に改善が加 えられ るべ きである。ここで は私た ち教員の一人一 人が

どの ような意識 を持 って取 り組 むか によって、教育 的効果 に も差が生 じて くる可能性がある。

また、数年後 には小学校 、中学校で総合的な学習 の時 間を経験 した生徒が対象 となって くる。

自ず と、さ らに奥深い学習内容が求め られて くるのではない だろ うか。 さらに具 体的 に実施

された後 も各学校で十分 に学習活動の検証 を行 い、ね らいや 目的が成果 を挙 げてい るか ど う

か 、学校全体での評価 を重ね ることが重 要である。この時間の活動 について は、学習指 導要

領 において 、国際理解、情報、環境 、福祉 ・健康 な どの横断的 ・総合的 な課題 につ いての 四

つの学習活動が例示 され てい る。今 年度は地域 や学校 の特色、生徒 の特 性 に応 じ、「国際理

解」 と 「福祉」 をテーマ と設定 し、それぞれ第1、 第2分 科会 に分かれて研究 した。
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H国 際理解(第1分 科会)

1研 究の趣 旨

「自ら課題 を見付 け、 自ら学 び、 自ら考 え、主体的 に判断 し、 よ りよ く問題 を解決す る資

質や能力 を育 てるこ と」 を目指す とい う総合的 な学習の時間のテ ーマ と して 、第1分 科 会 で

は 「国際理解」 を設定 した。総合 的な学習 の時 間の中で 、国際理解の学習 を進 めるこ とは、

多様 な文化 を受容 しなが ら、他者 とのかかわ りの中で 自己の在 り方生 き方 を考 える ことにつ

なが り、極 めて重要 である。 また、21世 紀 は、 インターネ ッ トに象徴 され る情報 化の時代 で

あ る。 そのため、他 国 との情報通 信における距離が縮 まり、イ ンターネ ッ トを介 して、異 文

化 を一層 身近 に感 じる ことになる。 この ような国際化 は人々に国際人 としての意識 を求 めて

い る。高等学校 の総合 的な学習 の時間においては、生 きる力 を身に付 けるために 自らを見 つ

め直す機会が必要 であ る。そのための方法 として、他者 との かかわ りの中での 自己の在 り方

を問 うこ とが不可 欠に なる。国際理解の学習 では、単 に他 国に対す る知識量 を増 やすの で な

く、自国 と他 国の比較 を通 じて 自国 に対す る客観 的な視点 を育 てるこ とが期待 され る。 その

視点 は自国 と他国 を自己 と他者 とに置 き換 えれば、 自己を他者 と比較 して客観 的に 自己 を見

つめ る視点へ と通 じる。 この ように して 自己を客観視す るこ とは 「自己の在 り方生 き方 を考

えるこ とがで きる ようにする こと」 とい う総合 的な学習 の時 間のね らい と一致す る。 また 、

自 ら主体 的に考える習慣 が身に付 くことの少なかった従来の学習 に対 して 、 自ら主体的 にか

か わる体験 的な学習 の必要性 が一 層求め られる ようになって きた。体験的 な学習 を重 視す る

目的の一 つは、生徒 に学習 を通 して達成感 を味 わわせ るこ とである。そこで、総合 的な学 習

の時 間を導 入するに当た り、(1)生徒が主体である こと(2)教 科 の枠 に とらわれない こと(3)

経験や体験 を重視 する こととい う三つの重 点項 目を設 けた。 第1分 科会で は、総合 的 な学 習

の時 間を各学校 で実 践 してい くため に、 これ らを前提 とした年 間指導計画 の例 を考えた。

本研究 においては、 まず、生徒 個々が課題 を設定す るこ とか ら始め 、次 に他 国 を知 り、 そ

の結果 として、 自国について理解 を深める とい う流 れを考察 して 「国際理解」 を考えた。

2年 間 指 導 計 画 の例

この 時 間 の教 育 課 程 の 位 置付 け を 各学 年 にお い て年 間1単 位(35単 位 時 間)と して 、3年

間 で 合 計3単 位(105時 間)と した 。 該 当 学 年 は 第2学 年 とす る 。 教 員 数 は 各 ク ラ ス2名 ず

つ と し、各 ク ラス を2展 開す る 。教 員1人 当 た りの生 徒 数 は20人 程 度 とす る 。 また 、校 外 学

習 な どの実 施 を考 慮 し、毎 週 特 定 曜 日の最 終 時 限 に授 業 を行 う。 学 年 共 通 テ ー マ と して 「国

際 理 解 」 を設 定 し、 そ れ に 関連 して 個 人 又 は グ ル ー プで 学 習 設 定 す る こ と を想 定 した 。

なお 、年 間指 導 計 画 を立 て る前 提 と して 、学 習 の ね らい が 押 さ え られ て い る か 、学 校 の 生

徒 を どの よ うに育 て た い の か 、 な どを踏 ま え て い るか が 重 要 と な る。
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年間指導計画例

学
期

学 習 内 容 ・活 動
時
数

sn音 占
田 曲、 韻

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 年間学 習計画 を学年全体 に発表 し、 当該 時

自分 の興味 ・関心 を探 る 間 の 意 図 を伝 え る 。

(ア ンケ ー ト、作 文 、話 し合 い な ど) 毎 回 「記録 ノー ト」 の提 出 をす る こ と に よ

i り教員 と生徒 の意志 の疎通 を図る。

課 学期 の終 わ りに実施 す る 「学 期 末相 談会

題
を
発

(個 々の進 ち ょく状 況 を把 握す る)」 の説 明 を

行 う。適 宜 、一 斉授 業 の形態 も取 り入 れ る。

見
す 発見 学習 会 例)「 外 部講 師 に よる 課題設 定のための動機付 け として 取 り入 れ
る

時
講演」 または 「興味 を持 った場所 を

12

る 。

間 訪 問 ・見 学 ・体 験 」 ま た は 「作 品 の 課題設定 の進行状況 を確認 し、個 別指 導 を

製作」 行 う 。

「学期末相談会」の実施(1> 「自ら考 えて主体的 に課題を設定で きたか」

各 自の年間 テーマの設定 今 後 の活 な どを評価の観点 とす る。

動予定

課題 を探 究す る自主活動(1) 毎時間 「記録 ノー ト」 によ り活動 内容 を確

認 す る 。

2
生徒 に適切 な情 報収集源な どを紹介す る。

常 に肯定的 な姿勢で生徒 を支援 す る。

探 究学 習会 例)「 探 究経緯 を報 新 しい着眼点、発想 を確 認する。

を 告 す る会 」 「日本の 伝統 的 な芸 術 を
探 15

究 鑑賞す る会 」

す
る

課題 を探 究する 自主活 動(2) 生徒 に異 なる視 点の情報収集源などを促す。

時 各 自の課題に基づ き、研 究の成 果 を確認 す
間

る 。

「学期末 相談会」 の実 施(2) 「主 体 的 に取 り組 み 、 自 ら考 え 、 積 極 的 に

3学 期 の発表会 に向けての取 り組み 行動で きたか」 な どを評価 の観 点 とす る。

発表学習会 のための資料作成 発表は基本的には1人10分 程度で発表する。

3 「発表学 習会」 の実施 (グ ル ー プの 場 合 は4人 を限 度 とす る)

成 作 品 な ど を提 示 しな が ら、発 表 させ る。

果

を1

発 8

発 表 も評価 の対 象 とす る 。

調 べ た もの ・発 表 した もの を 、1冊 の 報 告
表
す 書 に ま とめ る 。

一

る

時
1年 間 の総 ま とめ この 時 間 に 自分 は何 を学 んだ か を ま とめ る。

問 (自 己評価 ・相互評価 も含む) 「学習 の成 果 を十 分発 表で きたか」 な どを

評価 の観点 とす る。
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3「 記録 ノー ト」 と 「学 期 末 相 談 会 」

(1)「 記 録 ノー ト」 につ い て

総 合 的 な学 習 の時 間 の核 で あ る生 徒 一 人 一 人 の学 習 を補 強す る の が 、記 録 ノー トの 役 割

で あ る。 生 徒 は 自分 が どの よ うな思 考 ・活 動 をた どっ た か を振 り返 る こ とが で き る し、 教

員 もそ の プ ロ セ ス を リア ル タ イ ム に、 また 全 体 的 に 知 る こ とが で きる 。活 動 や 各学 期 の 学

習 会 な ど を通 して 、 生 徒 一 人 一 人 が どの よ うに考 え 、 どの よ うに 時 間 を使 い 、 どの よ う に

主 体 的 に参 加 したの か を記 録 ノ ー トか ら発 見 で きる 。例 え ば 「何 を したの か 」 を書 くの が

従 来 の授 業 の 学 習 ノー トとす る な らば 、 「どの よ う に した の か 」 を書 くの が 記 録 ノ ー トの

特 色 で あ る 。 こ こ に発 想 の 転 換 が あ る 。 つ ま り総 合 的 な学 習 の 時 間 にお い て 、 記 録 ノー ト

は機 能 的 に 通 常授 業 にお け る学 習 ノー トや ワー ク ブ ック と異 な って い る。

(2)「 記 録 ノー ト」 の 目的 と予 測 され る動 き

① 「記 録 ノー ト」 の 目的

ノー トを1冊 用 意 す る 。 そ の 目的 と働 きは2種 類 で 以 下 の 項 目で あ る。

ア 生 徒 と教 員 の相 互 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン(生 徒 個 人 の フ ィー ドバ ック)

・出席 な どの管 理(校 外学 習 時 を含 む)

・ 「時 間」 の使 い方(通 年 ・各 時 間)

・興 味 ・関心 の動 き

・自分 で 設 定 した課 題 へ の取 り組 み 方

・自己 評 価(各 学 期)

イ 学 習 者 個 人 の 課 題 の記 録(記 録 の 仕 方 は生徒 に任せ る)

・課 題 設 定 と結 果

・目標 の 設 定 と結 果

・調 べ 方 、調 べ た内 容 の 記 録

・疑 問 ・質 問

・発 表 に関 す る もの(資 料 の 作 成 な ど)

*書 式 は ア 、 イの 項 目を含 ん だ もの で あ れ ば どん な 様 式 で も構 わ な い が 、生 徒 が機 械 的 に 記

入す る こ との ない よ う注 意 した い 。

② 書 式 例

回数 学習項 目 学習内容など 感 想 コメ ン ト

1

2

3

4

一

課題設定

課題設定

家から持参 した本を読む

グループ作 り・意見交換

アジアの一 国を選ぶつ も り

グループ作 りに時間 を取 られ た

検印

検印

12

1 ド

学期末相談会 課題について教員と話す
ヒ

どうにかテーマが決 まった
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③ 予 測 され る 「記 録 ノー ト」 の動 き

記 録 ノー トの動 きは 以 下 の よ うに考 え られ る。

生 徒 が事 前 に学 習項 目 ・学 習 内容 欄 を書 き、 総 合 的 な学 習 の 時 間 に 臨 む 。 た だ し、 初 回

の オ リエ ンテ ー シ ョンを 除 く。

1

そ の後 感 想欄 と次 回 の学 習 項 目 ・学 習 内 容欄 を記 入 し教 員 に提 出す る 。

1

教 員 検 印 ・コ メ ン トの 後 、再 び事 前 に生 徒 に戻 す 。(以 降 繰 り返 し)

初 回のオ リエ ンテーシ ョンを除 き、生徒が事前 に 自らの学習項 目及び学習 内容 な どを記 述

し、総合的 な学習の時間に臨む。その後次回の予 定 される学習項 目について記 述 し教員 に提

出す る。なお、教員 は検討 しア ドバ イス(コ メン ト)を 記述後 、再 び生徒 に戻 す ことを繰 り

返す。教員 はこの記録 ノー トのや りと りで生徒個 々の出席の状 況や取 り組み 方法の全 体像 を

確認す る とともに、生徒 に助言 を与 えることは もちろん、各学期 の所見 を書 くことがで きる。

(3)「 学期末相談会」 の 目的について

教員 の位 置付 けは、生徒が行 う主体的 な取 り組みの支援者 である。学習 は どん な場 面 で

発生す るかは分 か らない。教員が支援者の立場 を忘 れて、一 方的に指導 に偏 るな らば、 こ

の時 間の主 たるね らいの実現 は難 しい。 もちろん、生徒 が困難す ぎる課題 を設けた り、 暗

礁 に乗 り上 げて意欲 を喪失 した ときには、支援 者 と して助言 したい。 しか しここでは教 科

の専 門家 として知識 を与 えるだけで はな く、体験 を通 した探 究の方法 な ど様 々な助 言 をす

る。各学期 末の相談会 は教員が この ような姿勢 で生徒個 々 と話 し合 う面接 の時間であ る。

記録 ノー トを参考 に1学 期の学期末相談会 では、課題設定 の可否 、学習計画 の進行状 態 な

どにつ いて生徒 か ら直接 聞 く。 また、2学 期の学習予定 について も把握 してお きたい とこ

ろで ある。2学 期 の学期末相談会で は、 これ までの時間の使 い方について検証 した うえで、

3学 期 に設定 された発 表学習会 などの実施 を視 野に入れ、今何 をすべ きなのか を考え させ

たい。記録 ノー トを使 い生徒の状況 を把 握 した り励 ま した りする ところにこの学期 末相 談

会 のね らいが ある。なお、3学 期末 に設定 されている発表学習会 につ いては、生徒 が年 間

にわたって記録 して きた記録 ノー トの項 目に沿 って資料 を作 り、ほかの生徒 の前 で発表 す

るこ とになる。 また、持 ち時間が1人10分 程度な ら、3人 以上 のグループで20分 程 度の発

表時間にす る。

(4)「 記録 ノー ト」 の発展 について

記録 ノー トにつ いては、書 き方が生徒にゆだね られているために、個性 的にな り得 る。

3学 期 の発 表が終 わった後 に、その原稿 となる記録 ノー トの記載 や疑 問な ど、新 しい観 点

を見い だす可 能性が ある。 この総合的な学習 の時間を通 して、生徒が 自分 のなかに何 か を

発見で きれば一定 の 目標 を達成 した と判断 したい。 また、記録 ノー トのいず れかの部分 を

総合的 にま とめて学習報告書 を作 り、成果の蓄積 として残す 。互 いの発表の記録に もな り、

次年度以降 の総合的 な学習の時間 を考える上 での資料 に も利用 で きる。

一6一



4評 価の在 り方 について

総合的 な学習 の時間の特徴 の一 つは、従 来の ような数値的 な評定 を行 わず 、学習 内容 や 活

動 、学習 の過程 、成果 な どの所 見 を記述す る とい うこ とであ る。 自ら学 び、自 ら考 え、主 体

的 に判断 しよ りよく問題 を解 決する資 質や能力 を育て るな どの学習指導要領のね らい を踏 ま

え、新 たな評価 の観 点 を考察する必要 がある。 と りわけ、生徒が 自 ら設定 した課題について、

知識や技能 の深 化 ・総合 化 を図 るとい う高等学校 の総合 的な学習の時 間にお いては、 自己評

価や相互評価 をいかに取 り入れるかが大 きな課題 となる。国際理解の学習 のね らいの一つ で

あ る、 自己の在 り方生 き方 を見つめ るとい う点か らも自己評価 ・相互評価 は不可 欠であ る。

生徒 の学習活 動 を意欲や関心 も含めて評価 するためには、記録 ノー トが大 きな役割 を果 た

す。 これに よ り、学 習の結 果だけでな く過 程 を重視す る姿勢 を教員 は常 に生徒 に示 す こ とが

大切 である。第1分 科 会では評価の主たる観点 を 「自ら考えて主体的 に課題 を設定で きたか」

(1学 期)、 「主体的 に取 り組み 、 自ら考 え、積極的 に行動で きたか」(2学 期)、 「学 習の成 果

を十分発表 で きたか」(3学 期)と した。 これはあ らゆるテーマ に応 用す る ことが で きる。

国際理解 の学 習の評価では、他者 をよ りよ く知る ことで 自分 を見つめ直す ことが大 きな 目的

で ある。

年 間の評価 について は、評価者会議 などによ り学校 として組織 的に当た り、所 見な どの在

り方 につ いて工 夫 を し、その公正化 などを図 るようにする。なお、具体 的にはア ンケー ト、

作文 、 レポー ト、作 品、記録 ノー ト、学習報告書 な どの製作物 、発表 や討論 の様子 な どか ら

評価 した り、生徒 の 自己評価や相互評価 を活用 した り、活動 の状況 を教員 が観 察す る な ど し

て評価す る。

5評 価 の方法 について

(1)生 徒 自身に よる自己評価

学期 ご とに生徒 自身が 自己評価 を して、次 の学習へ の動機付 けを高 める。肯定 的 な評 価

を促す よう教 員は助 言 を行 う。国際理解 の学習 における 自己評価 の観点 と して次 の よ うな

こ とが考 え られる。

1

自己評価の観点 評価資料

1
・オ リエ ンテ ー シ ョン ・発 見学 習 会 を 通 し、外 国へ の 関心 が 高 ま っ た オ リエ ンテー ション

学 か 。 「発見学習会」
期 ・課 題 を見 付 け る た め に 、努 力 を行 っ た か 。 「記 録 ノー ト」

2
・探 究 学 習 会 を通 して 、 新 た な発 見 が で きた か 。 「探究学習会」

学 ・計 画 を立 て て 、積 極 的 に学 習 活 動 な どに取 り組 ん だか 。 「記 録 ノー ト」

期 ・設 定 した課 題 につ い て 考 え を深 め る こ とが で きた か。

・発表学習会 のための資料作成 で、創意工夫がで きたか。 「発表学習会」

3 ・発 表 学 習 会 で達 成 感 ・成就 感 を味 わ うこ とが で きたか 。 「学習報告書」
学
期

・国際理解 の学習 を通 して 自己の変化 や成長 を感 じることがで きたか。 「記録 ノー ト」

・自己 理 解 へ つ な げ る こ とが で きたか 。
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(2)生 徒同士 の相互評価

生徒同士の相互評価 は発表学習会 を受 けて行 う。ほかの生徒 の発表 を聞いた ことが 国際

理解の視点で 自分 に どの ような影響 を与 えたかを確認 させ る。 また、 自分の発表 をほか の

生徒が どの よ うに受 け止めたのか を確認 させ る。

(3)教 員 に よる評価

教員 に よる評価 は、学期 ご とに行 う。教員は、学習 の成果 だけで な く過程 を重視 し、次

へ の動機付 けに寄与 で きる肯定 的な評価 となるよう留意す る。国際理解の学習 の評価 の観

点 として次 の ようなことが考 え られる。

教員 による評価の観 点 評価資料

自ら考 えて主 体的 に ・オ リエ ンテ ー シ ョン に意 欲 的 に 臨 ん だ か 。 出欠席

1

学

課題 を設定で きたか
・自分 の興 味 ・関 心 を探 れ た か 。

・発 見学 習 会 に積 極 的 に参 加 した か 。

「記 録 ノ ー ト」

「発 見 学 習 会 」

期 ・国 際 理 解へ の関 心 の 高 ま りが 見 られ た か 。 「学期末相談会」

・主 体 的 に考 え て課 題 設 定 で きた か 。

主 体 的 に取 り組 み 、 ・意欲的 に資料収集 な どがで きていたか。 出欠席

2

学

自ら考 え、積極 的 に

行動 で きたか

・探究学習会 に積極 的に参加 してい たか。

・日本文化 に理解 や関心が示せ たか。

「記 録 ノー ト」

「探 究 学 習 会 」

期 ・設定 した課題 に対 して思考の深化があったか。 「学期末相談会」

・自 ら積 極 的 に学 習 活動 を行 っ た か 。

学習 の成果 を十 分発 ・発表資料の作 成に意欲的に取 り組 んだか。 出欠席

3 表 で きたか
・発表学習会で成果が出せたか。 「記 録 ノー ト」

学
期

・他 者 の発 表 を よ く聞 き、 自 らに生 かせ た か 。 「発 表学 習会」

・学 習 報 告 書 で ま とめ る力 を発 揮 で きた か 。 「学習報 告書」

・自 ら進 ん で 意 欲 的 に学 習す る こ とが で き たか 。

年 ・国 際 理 解 を深 め る こ とが で きた か。

間
・学 習 の 成 果 に達 成 感 を味 わ っ た か 。

・視 野 を広 げ て 自己 の 在 り方 生 き方 を見 つ め る こ とが で き たか 。

(4)単 位の修得 の認否 ・評価の留意点

総合 的な学習 の時 間における単位の修得の認定につ いては、学習 に対す る意欲 や態 度、

思考力 、判 断力 、表現力 、活動の過程で進歩 した点な どを総合 的に評価 する必要 があ る。

評価 の公正 化 を図るため、あ らか じめ校内で認定の基準 について検討 し、その上で、評 価

者会議 で十分審議す る。生徒指導要録 に記載す る所見については、一 人一人の生徒 に対 し

肯 定的に評価する ことが大切 である。また、生徒が国家や人種、民族 とい った問題 につい

て視野 を広げ ることがで きる ように評価 を活用 したい。

総合的 な学習の時間の評価の在 り方 として、単位修得の認定 は、学校の実態 に より様 々

・な違いが 出て くる もの と思われ る。望 ま しい評価 の在 り方 と して 、批判 に堪 え得 る もの に

なるには、評価者会議 の充実 な ど教員の連携 ・協力 と、教員 自身の国際理解 の学習 に対 す

る洞察 ・共感 の深化が求 め られる。
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62学 期 の授 業展 開の事例

年 間指導計 画表 にある ように、1学 期 は課題 を発見す る時間、2学 期 は課題 を探究す る時

間 、3学 期 は成果 を発 表する時間であ り、 ここで は、課題 を発見 した後の2学 期 を取 り上 げ

て 、授業展 開例 を示す 。2学 期 は、生徒 がそれぞ れの課題 を探 究す る情 報収集 な どの 自主活

動が学習 の大 半 を占め、その意欲 を高めるための探究学習会、学期末相談会お よび3学 期 の

発表 に向 けての取 り組 みが展 開 される。それぞれの学習場面で生徒 の活動 と支援す る教 員 の

かか わ りを具 体的に示 す。

(1)2学 期導 入の時間

① 本時 のね らい

ア1学 期 の学習 内容 及び夏季休業期 間に学習 したことを確認す る。

イ 具体 的な調査 方法 を考 え、訪 問先 やその時期 な どにつ いて、2学 期途 中の探究 学習

会や3学 期 の発 表学習会 を踏 まえて今学期 の予定 を立て る。

② 授業展 開(50分)

区分 学習活動 生徒の活動 教員 のかかわ り

導
入
5

分

1学 期 に提 出 した

課題の確認

夏休み 中に課題 を修正 した生徒 は

申 し出る。

全員が探 究すべ き課題 を見

付けたか確 認す る。

迷 っている生 徒が いれ ば必

要に応 じて相 談 にの る。

展

開
40

分

今 後の学習 計画 を

考 え る

何 を、 ど こで どの よ うに 調 べ る の

か 計 画 を立 て る。

自分 の 課 題 に合 わ せ て 訪 問 す る 施

設 な ど を リス トア ップ す る。

中間発表 や3学 期 の研 究 発

表会 に向けて無理 の ない計

画 を立 てる よう指導す る。

生徒 の希望 に応 じ図書室 な

どの活用 を促 す。

ま

と

め

5

分

「記 録 ノー ト」 へ

の記 入

決 定 した こ とや 疑 問 点 な ど を記 入

す る。

「記 録 ノー ト」 を提 出す る 。

ノー トに 目を通 し疑 問 を抱

えた生徒 に対 して は個 別 に

対応す る。

③ 本時の評価の観点

ア 主体的、創造的 に取 り組 む計画が立て られたか。

イ 情報 の収 集方法や調べ 方が身 に付 いたか。

ウ 問題 を積極 的 に解決する態度が見 られたか。

一9一



(2)探 究学習会 「探究経緯 を報告す る会 」

① 本時 のね らい

ア これ までの成果 とその探究方法、 これか らの探究方針や現在滞 ってい る点 な どを簡

潔に まとめた ものを発表 させ る。

イ ほかの生徒 の発表 か ら、 自分のテ ーマの新 たな着眼点 、探究方法、発想 を確認す る。

ウ3学 期 の発表学習会 に向けて、発表する態度 を育 てる。

② 授業 展開(50分)

区分 学習活動 生徒 の活動 教員の かかわ り

そ れぞ れ の グ ル ー 自分 の テ ーマ と類 似 して い る もの ほかの生徒の発表が 参考 に

プ又は個 人が 取 り や関連があ る発 表を確認す る。 なることや発表後 の意見 交

導
入 組 ん で い る テ ー マ 発表の準備 換 を有効 に行 うため に メモ

5 の確認 を取 る こ と を指 示 す る。
分

発表順の確認 発表 に時間がかか りす ぎな

い こ とを注 意 。

発表 1グ ル ー プ10分 で 発 表 す る 。 生徒の創造 的な発 想 を重視

ほかの生徒 の発表 を聞いて 、 自分 しつ つ 、発 表 の 時 間 配 分 を

展
開 の 参 考 とな る こ とを ま とめ る。 確 認 す る 。

35 疑 問 点 を ま とめ る。 生徒相互の情報交換がスムー
分

他の生徒が抱 いた疑問点 な どに対 ズ に運 ぶ よ う、 テ ー マ や 探

して 、 参 考 資料 を提 供 す る。 究方法 を確 認す る。

ま
意見交換 質疑応答 自由 な意見交換が行 われ る

と 詳 しく知 りたい ことや情 報 を必要 よう配慮す る。補足 説 明が
め
10 と して い る こ と をお互 い に知 らせ 必要 な生徒 に、再 度 の発表

分
合 う 。 を促 す 。

③ 本時の評価 の観点

ア 発 表 を意欲 的に行 えたか。

イ 他者 の発 表や意見 を聞 く姿勢や態 度が身に付 いたか。

ウ 発表や意見交換 を通 して、新 たな発見や探 究方法 を得 るこ とがで きたか。

(3)「 学期末相談会」

① 本時のね らい

ア これまでの調査 内容 を整理する。

イ3学 期 の発表学習会での発表形式 を決 める。

ウ 発表学習会 までに解決す る問題点 を知 る。
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② 授 業展 開(50分)

区分 学習活動 生徒の活動 教員 のか かわ り

導
入
5

分

「学期末相談会 」

の 目的 を知 る

記 録 ノ ー トを確 認 す る 。 確 認の済 んだ者 か ら相談 に

来る よう告 げる。

展

開
40

分

一

「学期末相談会」 1グ ル ー プ3～5分 を 目安 と して

教 員 と相 談 す る。

記 録 ノー トを基 に調 査 内 容 ・状 況

の整 理 をす る 。

発 表形 式 を 決 定 す る。

不 足 して い る 点 、問題 点 に気 付 く。

作業 のはか どらない生 徒 へ

助言す る。

あいまいな点 や疑 問 を解 決

で きるよ う指導す る。

ま
と
め
5
分

次 回の予 定 を立 て

る

学期 末相 談会 を参考 に3学 期 の計

画を考 える。

相談す る時間 の不 足 した生

徒 に今後の予定 を告 げる。

③ 本時の評価の観 点

ア これまでの取 り組み方や時 間の使 い方 を検証で きたか。

イ 自分の学習内容 を振 り返 り、それ を明確 に伝 えることがで きたか。

ウ3学 期の発表学習会 に向 けて、記録 ノー トの整理 がで きているか。

7今 後 の課題 とまとめ

第1分 科 会では研 究 を進め るに当た り、生徒 に提示 で きる国際理解 の先 行実践事 例や その

課題 を持 ち寄 ることか ら始めた。で きるだけ多 くの課題 を生徒へ提示す るこ とで、生徒 が 主

体的 に学習 を進めてみ ようとい う課題が見付 かるのではないか と考 えたか らである。 しか し、

いか に多 くの課題 を設定 しようと、結 局は教員 か らの課題の提示 に終 われ ば 「自ら課題 を見

付け」 とい う総合 的な学 習の時 間本来のね らいか ら外 れて しま う。それで はただ、与 え られ

た課題 をこなす だけになるので はないか という疑問が生 じた。そ こで もう一度 、本来 の総合

的 な学習の時 間のね らいに対す る各 自の考 えを確認 し合いなが ら、生徒 が主体的 に学習 を進

めるため に どうすれ ば よいか とい うことを中心 に年間指導 計画の作 成 を行 った。

こう して年間指導計画 に学期 ごとの特色 を与 え、課題 を発見する時間、課題 を探 究す る時

間、成果 を発表す る時間の流れ を設定 した。 しか し、生徒 が主体的に課題 を決め るとい っ て

も自由 に課題 を決め るのではあ ま りに幅が広が り過 ぎるため、「国際理 解」 を学 年単 位 の共

通 テーマ と した。テーマ設定の理由 と して、第一には本研 究の趣 旨で述べ た ように、国 際理

解 の学習 を生徒 が進めてい く中で客観的に 自己 を見つ める視点 が育 ち 「自己の在 り方生 き方

を考 える ことがで きる ようにす る こと」 とい う総合的 な学習 の時間のね らい と一致 する こ と

が挙 げ られる。第二に、国際理 解の学習 には多 くの先行実践事例があ り、それ らは体験 を重

視 してお り、「自ら課題 を見付け 、自ら学び、 自ら考え、主体的 に判 断 し、 よ りよ く問題 を

解決す る資 質や能力 を育 てる」 とい う総合的 な学習の時間のね らい とも一致す る。 その ため

総 合的 な学習の時 間の先行事例 の比較的少 ない高等学校で、授業内容 をイメージ しやすいテー
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マであるこ とが挙 げ られる。

作成 した年 間指導計 画のね らい として は、国際理 解 とい うテーマに沿 って1学 期 は どの よ

うにす れば多 くの生徒 に 自主的な活動の動機付けがで きるかに力点 をおい た。2学 期 は生徒

の 自主 的な活 動 を中心 に教員 が一方的 に指導す るのではな く生徒一 人一人 の課題 に応 じて 指

導 してい くことを重視 し、3学 期 の発表 によ り学習の達成感 ・成就感 を味 わえる とともに、

人の発表 を聞 くことで別の視点 に気付い た り、客観 的 に自分 の発表 を見つ め直 す ことがで き

る ように した。 この ように学期 に よる区切 りを設けたのは、なかなか学習 に主体 的 に取 り組

め ない生徒 を含め、1年 を通 した学習活動 に節 目を与 えるために必要 だと考 えたか らである。

た だ し、あ くまで も目安であ るので、主体的 に学習 を進める生徒 の妨 げ となるものではない。

1時 間 ごとの学習活動 を主体的に進 めてい く上で、生徒 自身に よる学習活動 サ イクル を想

定 し、その活動 を支 えるもの と して 「記録 ノー ト」 と 「学期 末相 談会」 を設定 した。 ここで

は教員はあ くまで も学習の支援者 とい う立場であ る。「記録 ノー ト」 は生 徒 が学 習 を通 じて

どの ように考 えたか、行動 したか とい う学習の記録であ る。教員 と生徒一 人一 人 とをつ な ぐ

接 点の集積であ り、教員が学習 を支援す る よりどころ となる。 また、教員 に とって は評価 を

行 うための資料 に、生徒 にとっては学習 を見つめ直す資料に もなる。「学期 末 相談 会」 は.、

各学期 ごとの評価の観点に基づ き、教員 と生徒が面接 を通 じてそれぞれ学習 に対す る評価 を

行 い、 さらに次学期の学習へつながる もの とした。

今 後の研 究では、「国際理解」 をテーマ と した場合 、生徒 は どんな点 に興味 ・関心 があ り、

どの ような課 題 を設定するのか、 といった調査 を行 う必要がある。 また、人口や環境、食糧 、

エ ネルギーな どの グローバルな諸 問題 につ いて、総合的 な学習の時間 を担 当する教員が、 そ

れぞれの専 門性 にとらわれない多様 な視点 を生徒 に投げかけて学 習の動機付 け を行 うこ とが

重 要である。その学習の過程で生徒が こう した問題 を自分の身近な課題 ととらえ、積極 的 に

取 り組 む姿勢 を育てたい。そのために1学 期の学習内容、方法の工 夫、改 善が必要であ る。

また、 どの ような学習の状況にある生徒 に対 して も、単 に解決方法 を指示す るのではな く、

共 に考 えてい く姿勢 を作 り出すための方法 や、学校外での活動 における危機 管理体制の確 立

な どとい った教員の支援の在 り方は今後 の研究 を進め る上で重 要な課題であ る。

いずれ に して も教員が多数の生徒 を相手 に授業 をす る従来の学習か ら、生徒 の興味 ・関心

に合わせた学習活動への変革 は、様々な場面 で学校 を大 きく変 えてい くこととなる。例えば、

少人数での活動 を行 う場所 をどう確保するのか、外国 の人 々との交流や情報の収集 ・発 信 に

必要 なイ ンターネ ッ トの利用 を どうするのか、時間単位での市民講師 を依頼す る際 の費用 を

どうす るのか な ど施設 ・設備 ・費用 といった教員 だけで解決で きない課題 も多数存在 して い

る。 さらに、外 国や外 国人 とのコ ミュニケー シ ョンにおいて、相手 国の慣習や風土 を十 分理

解 させ 、偏見 や誤解が生 じないよ うにする必要 もある。間近 に迫 った本則実施 に向けて、 こ

う した課題 を一 つ一つ 地道 に解決 してい くことが急務 である と考 える。
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m福 祉(第2分 科会)

1主 題設定 の理 由

第2分 科会 では、「福 祉」 に関する学習活動 の在 り方 について研 究 に当 た った。特 に、 福

祉 は、根底 に 「人 と人 との触れ合い ・支 え合い ・認め合い」 がある ことに留 意 して、次 の3

点 について討議 ・研究 した。

(1)年 間指導計画 と実践事例

福祉の根底 にあ る 「人 と人 との触れ合い ・支え合 い ・認 め合 い」 とい う社 会連帯 の大 切

さと 「生 きるこ との素晴 らしさや生命の尊厳」 とい うものを生徒 自身が感 じ取 る ことが 重

要 と考 えた。その ため の年間指導計画案は、生徒 自らが福祉 に関す るテーマや課題 を 自由

に設定 し、体験的 な活動 を通 して学習活動 に取 り組 み、結果 を 自ら表現す る といった もの

であ る。1学 期 は体験的 ・交流的 な内容 を行 うことによ り心 身障害 のある人々 との心 の交

流 を図 り、2学 期以降 は自 らが設定 した福祉 に関する課題 を探 求す る過程 を通 じて、 自 ら

考 え学 ぶ こ との意義 を理解 し、 自分 な りの 自己表現 や 自己発信 の方法 を身に付 けてい くこ

とを目標 と して年間指導計画 を立てた。 また、年間指導計画 の中で実際 の体験 ・交流 の授

業 の実践事例(車 椅 子体験、視覚障害者のための ガイ ドヘ ルプ講座 及び白杖体験)を 取 り

上 げた。

(2)評 価 法 について

各学校 におけ る教育 目標や総合的 な学習の時間設 置のね らいに即 し、教 育効果 につ いて

は 自己評 価 カー ドやア ンケー ト方式 を用 いて、生徒 の評価方法 を示 した。また、その ため

の年 間の活動、指導 、援助が適切であったかな どを検討す る必要があ ると考 えた。さらに、

生徒 が意欲的 に活動 に取 り組むため に、家庭 ・地域 との連携 といった諸条件 が十分 であ っ

たかな ど学習活動の内容 について フィー ドバ ックす る必要 もある。 また、評価 の中に発 表

を取 り入れ ることで研究の成果 を省み、新たな課題 を探求 してい く必要が ある。そのた め

の評価 法 についての例 を示 した。

(3)実 施 に向けての様 々 な課題 と取組

総合 的な学習の時間は教科学 習指導 とは異 な り、各学校が地域や学校の実態 に応 じて創

意工夫 し特色 ある教 育活動 を行 う時間である。 そのため に、学校 と地域 、各種 ボ ランテ ィ

ア団体等 と連携 を図 り、双方向の協 力体制が よ り必要 になって くる。 また、校 内におい て

は、教科 ・科 目に とらわれない横 断的 ・総合的 な取組が大切であ る。 この よ うな ことを踏

まえ、新 たに取 り組 んでい く上 で予想 される様 々な問題点 と、円滑 な実施 に向けての恥組

の一例 を示 した。

今 回 設 定 した総 合 的 な学 習 の 時 間 にお け る 「福 祉 」 とい うテ ー マ は 、 高 齢 者 や 体 の 不 自

由 な人 た ち だ け を対 象 とす るの で は ない 。 私 た ちが 目標 と して 考 え て い る の は 、 「生 徒 が

福 祉 を通 して 自分 自 身 の向 上 を図 る」 こ とで あ り、 そ の た め に役 立 つ 人 材 ・施 設 ・設 備 を

活 用 しや す い形 で 生 徒 に提 供 す る こ とで あ る 。 した が っ て 、生 徒 が福 祉 を 広 い視 野 で と ら

え 、 そ の 可 能 性 を無 限 に広 げ て い くこ と を期 待 して い る 。
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2年 間指導計画案

(1)年 間指導計画(丸 数字は実 施回数の 目安)

学習項 目
1

具 体 的 な 展 開 内 容

一

学
期

探
求
へ

の

準
備
活
動

オ リエ ンテ ー シ ョ

ン ②

←

自己 紹 介 ・年 間計 画 の 提 示 ・活動 方針 の説 明 ・個 人 別 記 録 票 の

配布 ・興 味 ア ンケ ー ト調 査等 を行 う。

体験交流③ 全員 に よる体験交流等 を行 う。

感想発 表 ・討論 交流 ・体験及 び見学の感想 発表や意見交換 を行 う。

講演 会 ・交流会 福祉専 門家や市民講師 を招 いた講演 と分科会 に参加す る。

今
、

目

覚
め
と

気
付
き
の
と

き

福祉 ミニ シ ン ポ

ジ ウム

市 民 講 師 と担 当 教 員 に よる福 祉 の現 状 と課 題 に 関す る シ ンポ ジ

ウ ム(パ ネ ルデ ィス カ ッシ ョ ン)を 実 施 し、生 徒 も参 加 す る 。

課 題石牙究 に つ い

て の ガ イ ダ ンス

課題 設定 の仕方 ・課題探求上 のルール説明 ・調査方法 の ヒン ト

提示 ・体験や見学実施の際の留意点 ・発表方法の検討 をす る。

仮研 究テ ーマ の

検 討 ・発表②

仮研究 テーマの検討 ・計画書 の配布作成 ・仮研究 テーマの 検討

結果 を発表す る。

夏 予備調査等 仮研 究テーマ探求 に向けた予備調査活動 を行 う。

二

学
期

課
題
探
求
実
践
活
動

今
、

行
動
の
と

き

本研 究 テ ー マ の

検 討 ・決 定

予備調査結果の報告 ・本研究 テーマの決定 ・計画書の作 成 を行

う。

本研 究 テーマ の

発表

各 自が設定 した本研究テーマを発表 し、生徒 同士や教員 と意 見

交換 を行 う。

研究実践活動② 資料調査 及び収集 ・施設訪問、見学 ・体験学習 ・実地調査等 を行 う。

中間経過報告 一 人2分 程度で状況や経過 の報告 を行 う
。

研究実践活動③ 資料調査 及び収集、施設訪問、見学 ・体験学習 ・実地調査等 を行 う。

中間ま とめ 整理や必要に応 じた再調査 を行 う。

中間発表会② 一 人5分 程 度 の 中 間発 表 を行 い
、意 見 交 換 をす る。

冬 補充調査 必要 に応 じて再 調査 や補充調査 を行 う。

三

学
期

表
現
と
ま
と
め

今
、

表
現
と
発
信
の
と

き

補充調査

報告 レポ ー トの

作 成②

必要 に応 じて補 充調査 を行 う。報告 レポー トの作 成及 び冊子 作

りに取 り組む。研 究報告冊子 は関連機関やお世話にな った 方へ

贈呈す る。

研究発表準備② 発表形式の検討 、発表 ・討論のマ ナー等 の学習 ・研 究発 表 の練

習 と準備 を行 う。

研究結果発表

反省 とま とめ

発表会 において各 自、課題探求の研究結果 を発表する。

反省及び個人別フ ァイルの提 出を行 う。
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(2)年 間指導計画案の説明、解説及び指導上 の留 意点等

① は じめ に

本案は生徒 自らが福祉 に関す るテーマや課題 を 自由に設定 し、その 自 ら設定 したテ ー

マの研 究実践 に取 り組み、結 果 を自ら表現 する とい うことをその骨子 とす る年 間指 導 計

画 案であ る。福祉の根底 にある 「人 と人 との触 れ合 い ・支 え合い ・認 め合 い」 とい う社

会 連帯 の大切 さと 「生 きることの素晴 ら しさや生命 の尊厳」 を生徒 自身が感 じ取 り、 自

らが設定 した福祉 に関す る課題 を探 求する過程 を通 じて 、 自ら考 え学ぶ ことの意義 を理

解 し、 自己表現や 自己発信の方法 を身 に付 けてい くこ とを 目標 として いる。研究 や課 題

の設定及び探 求、表現 ・発信は個人単位 を原則 と し、テーマの共通性 や関連性 な どに応

じて グルー プ単位 も認め ることと した。それは、 グループ学習活動 を通 じて得 られ る体

験 や相互作用の教育的意義 と効果 を決 して軽視 する意 図ではない。 とか く集 団や グルー

プに埋 没 し 「個」 を失いが ちな現在の生徒 の実態 を直視 し、 まず 、生徒一 人一 人が 「掛

け替 えの ない個」 と して自分 自身の頭で考え、行動 するこ との大切 さと素晴 ら しさを学

んでほ しい とい うね らいか らであ る。

② 学習集団 と指導体制 について

本案は第2学 年での実施 を念頭 に した年間指導 計画案 である。福祉 領域 に関心 を持 つ

男女 混合20名 前後の生徒 を学習集団 と して想定 している。 また、指導 体制 としては、 各

学校 において導入 しやすい と思われる教員 一人指導体制 とし、必要 に応 じて体験 交流 学

習 や フ ィール ドワーク時 には複数指導 体制 を組 む ことを念頭 に置 いている。

③ 単 位時間等 について

原則 と して週1単 位時間 と したが、体験 見学学習 やフ ィール ドワークの時 間 を十 分 に

確 保するため、必要 に応 じて弾力的な時間割の振 り替 えや最終授業時 間帯 での実施 等 の

工 夫 を行 うことも考 えられ る。

④ 単 元別の解説について

ア1学 期 をテーマ発見 と設定 に向けた 「今 、 目覚め と気付 きの とき」 として位置 付 け

た。 この期 間には、 オリエ ンテーシ ョンとともに市民講師の講義や交流 、 ミニシ ンポ

ジ ウムへ の参加 、体験見学等 を組 み込 んだ。これ らの学習 を通 じて福祉 に対す る生徒

の現状 認識 が高 まる こと、テーマ設定及 び探求活動 に向けて最 も重要 と思われ る生徒

自身の問題意識 が具 体的に形 成 ・醸成 されるとともに福祉の根底 にあ る 「支 え合 い や

生 命へ の尊厳」 にかかわる課題探求への生徒 自身のモチベー シ ョンが高 まってい くこ

とを期待 している。 また、シ ンポジウム形式での討論では、多面 的かつ 自由 な思 考 の

在 り方 を学ぶ とともに議論 のルールを生徒 に体験 的に学習 させる こと もね らい と して

いる。

イ 研究 テーマ や探求課題の設定及び計画策定段 階では生徒 自身の 自発性 ・創造性 を最

大限生 かす とともに十分 な指導教員のサポー トがある ことが不可 欠 な条件 と考 え られ

る。そ こで 、テーマの設定 及び計画書の作成 に当たっては仮 テーマか ら本テーマ とい

う2段 階 を経 るこ ととし、かつ必要 に応 じて夏季休 業中に生徒 自身が 自発的な予備 調

査 を行 うことと した。 また 、生徒向けのボ ランテ ィア体験 が夏季休業 中に行 われ る こ
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と も多 い ところか ら仮計画 に基づ き、予備調査の一環 と して夏季休業 中 に生徒 自 らが

積極的 な体験 を積 むこ とも期待 している。

ウ2学 期 は 「今 、行動の と き」 と銘打 ち、テーマや計画の発表及び研 究実践活動 の期

間 として位置付 けている。生徒 同士の情報交換 や指導教員 による状 況把握が容易 に な

る ように期 間中に中間報告の機会 を設けている。 この期間 は生徒 自身の 自主的 な探 求

活動が 中心 となる。このため、指導 に当たる教員 には生徒 の提 出 した計画書や個 人 別

記録票 、生徒 との相 談面談 を通 じて事前 ・事 後 にわたる十分 な情報収集や生徒 の行動

把握 及び見学 や体験 の受 け入れ施設側 との連絡調整 を始 め とす る きめの細 かいサ ポ ー

トが求め られ る。

工 次 に3学 期は 「今 、表現 ・発信 の とき」 と位置付け、報告 レポー トの作 成 ・冊 子作

り ・研 究発表会等 を行 う。 この表現 や発信の段 階では各生徒 が発表 の仕 方やルー ル と

とも多様 な自己表現 や発信 の在 り方 を学ぶ ことも期待 している。 したが って、指導 す

る教員は、生徒 一人一人の表現 の仕方 と方法 を可能 な限 り尊重す る とともに結果重 視

主義 に陥 ることが ない ように調査研究過程 に関す る評価 をす る等の配慮が求め られる。

3実 践 事例

福祉 に関す る総合的 な学習の時間の参 考 とするため、 ここでは福祉 に関係す る授業 を行 っ て

いる学校 におけ る実践事例 を基 に、総合 的な学習 の時間 に応用 した もの を2例 提示する。なお、

参 考 と して生徒の感想 も掲載 した。

(1)1学 期 総 合 的 な学 習 の 時 間 学 習 指 導 案

生 徒:2学 年16名(男 女 混 合)、 教 員:2名 、 市 民 講 師:1名 、 ボ ラ ンテ.イア:3名

使 用 教 材 車 椅 子4台(車 椅 子1台 につ き、生 徒4名 、大 人1名)

本 時 の 目標1.車 椅 子 で 学 校 か ら駅 へ 行 き、課 題(ト イ レの見 学 ・買 い物 体 験)に 取 り

組 む 中 で 、 街 のバ リア フ リ ーの状 況 を肌 で感 じる 。(街 の 設 備 や 周 囲 の 人)

2.他 の 人 に お願 いす る こ と、 視線 を浴 び る こ とな どを体 験 し、 自分 が 店 員

な どの立 場 に立 っ た と きの 接 し方等 を考 える きっ か け をつ か む 。

本案 は 体験 交 流 の3回 目で 、1回 目か ら同 じ市 民 講 師 と授 業 を行 う こ と を想 定 して い る。

車椅 子体験 を通 して、福祉 の現状 と課題 を学習

1

学習活動 市民講師 ・教員 の働 き掛 け 指導上の留意点

あ い さつ 〈教員 〉 〈市民講 師〉 あ らか じめ 、駅 までの ルー

内
容

学習 内容の説明 ル ー ト及 び 危 険 箇 補足説 明 が あ れ ば 、 ト図 を用意 し、危 険 箇所

説
・駅 まで の 経 路 所 や役 割 につい て、 生徒 の学習 内容 の理 等 を明示 し、生徒 の 理 解

明 ・危 険 箇 所 地 図 を使 い 、 視 覚 解が深 まる よ うに助 を助 け る。
15

分

・役 割 分 担 的に生徒 に把握 さ 言 す る。 (体 操着着用)

1せ る ・
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出
発

準
備
5

分

昇降 口 にて再度

説明

・車椅子 へ の付

き方
・行動 につ いて

学校外 で行 う体験

授業の危 険性 や重

要性 を説 明 し、学

習 の重要性 を理解

させ る。

・各 班 担 当 の ボ ラ ン

テ ィア の方 を紹 介 。

・車椅 子 へ の付 き方

な ど を生 徒 に 徹 底

させ る。

繰 り返 しの説 明で 、生 徒
一人一人が真剣 に授業 に

取 り組 む必要性 を理解 さ

せ る。

体
験

学
習

①
20
分

駅 に向 か う

・4人 一 組 で 車

椅 子 を 押 した

り乗 る と い う

路 上 通 行 を 体

験 す る。

・車 椅 子 の 両 脇

と後 ろ に生 徒

が付 き 、 万 一

に 備 え る 。

・生 徒 の全 体 の 流 れ を把 握 し、 危 険 な 地

点 につ いて は、 適 宜 助 言 す る 。

・危 険 箇 所 は、1台 ず つ 進 む 。

(ア)道路 ・歩 道 の 傾 斜 ・段 差

(イ)雨水 ます の 個 所 で は 、 後 ろ か ら援 助

を させ る よ うに 、 適宜 指 導 す る 。

・乗 車 す る生徒 の 他 は
、車 椅 子 の 後 ろ と

両 脇 につ くよ うに 、 適宜 声 を か け る。

(写 真1)

・市民講 師 と共 に行動 す

る ことで交流 を進 め る

ため、教員 は市 民講 師

へ の質問が 出や す い雰

囲気 をつ くる(会 話 な

ど)。

・道路の傾斜 、段 差 な ど

車椅子で体験 し、 街 の

現状 を知 る きっ か け と

す る。

体
験
学

習
②
30
分

駅 で課 題 を行 う

・班 ご と に 学 校

に電 話 を か け

る 。

・身 障 者 用 トイ

レの 見 学

・買 い 物 の 体 験

各 自好 きな 店

舗 へ 一 人 で 行

き購 入 す る。

・ トイ レの広 さ、 設備 、清 潔 さ を生 徒 に

説 明 し、利 用 者 の立 場 で 考 え させ る。

・店舗 へ の あ い さつ を行 う。

・教 員 ・市 民 講 師 と も、店 舗 に 入 る まで

助 言 や励 ま しな どを行 うが 、 危 険 な場

合 以 外 は手 助 け を行 わ ず 、 見 守 る 。

・店 舗 で の 体験 が 終 了 した生 徒 に声 を か

け 、生 徒 が 感 じた こ と を聞 き、 感 じた

こ と を共 有 す る働 きか け を行 う。

(写 真2)

・公 共 物 を利 用 す る 時 の

マ ナ ー につ い て 、 利 用

者 の 立 場 に立 ち 考 え さ

せ る。

・生徒 が行 きた い 店 舗 に

行 かせ る 。

・他 の 人 の視 線 や
、 感 じ

た こ とを踏 ま え 、 どの

よ うに接 す れ ば よ い か

考 え る きっか け とす る。

体
験
学

習
③
20

分

学校へ 戻 る。 往

路 と同様 に役 割

を途 中で 変更 す

る。

課題が終了 し、 注

意散漫になるので、

感想 を聞 きなが ら

周囲の状 況 に気 を

配る。

生 徒 の体 験 を聞 き 、

感 じた こ とを把 握 し、

適 切 な助 言 を行 う。

・帰 路 は 、市 民 講 師 や ボ

ラ ンテ ィア と の 交 流 を

しなが ら戻 る こ と を想

定 して い る。

ま
と

め

10

分

・ワ ー ク シ ー ト

記 入

・感 想 発 表

・ワー ク シー トの記 入 につい て助言 す る
。

・生 徒 一 人一 人 が
、感 じた こ と を 発 言 で

きる よ うに気 持 ち を落 ち着 か せ る 。

・街 と心 の バ リア フ リー に つ い て 考 え さ

せ る。

・街 の現 状 に 目 を 向 け る

きっ か け とす る。

・友 人 の感 想 を聞 き、 自

分 が 気 を付 け る こ と、

で きる こ とを 考 え る契

機 とす る。
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社曾 福 祉丁 門

眩位不自由の方への社鼻福祉No.312年5月18日.

}g紐 蓄

匠名

授叢内容

①数澱の段差に対†る塵椅子のNS上 げかたの見本をみよう.

②青悔駅まで阜柵子とともに行ってみよう.

②青梅駅外のトイレをみてこよう.

④コンピニエンスストアまたはファーストフード店で何かを購入しよう.{一人で体験†る.}

臼分が店員urの 立禍であったら,どのように恢†るのが良いのか奪えてみよう.

1.車 椅子の持ち上げ方を見た感想を書こう。

項目 脆

1キ ちkl・ つ 一 天
塾軌 ほ 鮎 舳 β帥 つ(t・ 払&`1臼,鵬 鳳担 槻 卿
㌔、qτず'ぐτ 箔 譜 段τiさ¢}人の、宵 κ 層 い 具、レ.

‡ト 轟1-_+^ 穐 織h(:7+1n<^+鵡 訟 禦:鱈 サ声ゾ1簾

2.実 際に青梅駅まで行ってみていかがでしたか?

竃柵子で自走してrtcr_
ことを書いてください.

6
iL鷲 獅 騨 黙 瓢 ㌔瓠.
都 訥・L;nレ 昭 き川 噸 ホ… 乏霞

翠椅子fhし てみて大切
であるとEったことを書
いてください.

蝋 孕ヱ、2守・tを～川 い 偽^実髄下、;・,為h軸 ・・;aフ ・`舌は

舗 静 齢 ～琳 肩 汽 ・牌'・ 、.網 甜 、順!翫t・

㍑醐 獅 隷 ～議馳 誓畑 脳 殉・
本日の肛楕子での活動全
xr.自 分でうまくでき
たと思うことrsい てく
ださい.

■■ 【 噂 吻 即 丁》・…1・ ・』 哺 珂
。

唄L昌n籾,応 ・ル しワ乳て湊う
・・れw撫

.

岡様に、長敗したと思う
ことを瞥いてください.

■ ■ ■ ・鮪 凪 ・加 … 脳1・ ・.脂,、,,【
{xF.n川 い`川 一 ρ'纏 ・翫

・期h,-8
.

舶 尋 編 係除 型'ゴさ醒 虻Σ億 さ"急rろ韓 砿 卸々 塙L・ 弓

糀 轍 酒 輪 ・・碑 レ海・・…研 晶7酬 醒 帽… ル 碗 ・・厭`q

3.課 題 について

店舗唱

隣入した蜘はなんで†かワ

a験 して感じた二とを昏い
てください

廊 σ1ドアが 自勧 ド アてD奴 稗 し引{ド ア

礁 め開it3のb綾 ガ 、1,,

NRし ていて困ったと思う
ことはありましたか9

君の梱 ↑ 髭 州 、うk齢 斜 切isノ靖1焔 のつ も、

凡ut'し 勘 鞠洗 且 秘o哲'℃ ギ外 く1"i'4

お唐の対応で臨しかったこ
とを書いてください.

島 糧 儀知 上,oath」}亀 ・ル こ手、ナ癩
o

自分だったら、こう†ると
いうことがあったら書いて
ください.

1MI・ 「ア男 閑咽ht怖 瓦 画 一P,t717t:一 一へげ 轟
L払 脳 噛

.

4、 腎梅駅外の トイレを見ての感想を書いてください。

5.危 ない と思 った所 はあ りましたか?(地 園にr用 をいれて.具体的に書いてください}

6、 通常の生活で私たちが出来ることや工夫す ることはありますか?

'
卸

写農追1吻 瓠 肋 ビk9"{p・ なh ,

卜購 砿 讃 溜 が 殖伽 ヒ}恥 レ惚

(2>1学 期 総 合 的 な 学 習 の 時 間 学 習 指 導 案

参 加 生 徒:2学 年16名(男 女 混 合)教 員 二1名 講 演 者:1名 ボ ラ ンテ ィア:1名

使 用 教 材:白 杖 ア イマ ス ク ガー ゼ ワー ク シ ー ト 液 晶 プ ロ ジェ ク ター ス ク リ ー ン

本 時 の 目標:心 身障 害 の 理 解 を よ り深 め 、視 覚 障 害 につ い て の 知 識 を得 る。 さ ら に 、 ガ イ

ドヘ ル プ の実 際 につ い ての 講 習 を通 じて技 術 を学 び 、 日常 生 活 にお け る支 援 や マ ナ ー に つ

い て の理 解 と意識 を 高 め る 。
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視覚障害者 のためのガ イ ドヘ ルプ講演 及び白杖体験講 習会

学習活動 講演者 ・教員の働 き掛 け 指導上の留意点

課 前時の 課題 と本 〈講演者 〉 〈教員 〉 ワー ク シー トへ の 記 入 と

題 時の学 習 内容 の 専 門的な立場 か ら 心 身障害へ の理解 を 発表 についての予 告 を行
提
起 確認 講演 ・講 習が 進 む 深 め 、 障 害 に つ い て う 。

5 ように指 導助 言す の知識 を得 られ る よ 体験用具の準備状況の把
分 講演者の紹介 る 。 う指導助言す る。 握(体 操 着着用)

視聴覚障害者の 専 門立場 か ら視覚 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ ー 講演 を通 して障 害者 の お

た め の ガ イ ドへ 障 害者 の状況 を述 で資料 を投影 し、生 かれ てい る状況 に関心 を

把 ルプ講演 べ 、 健常 者 の もつ 徒 の集 中力 を高 める。 もち 、 日常 生 活 に お い て

握 「日本 に お け る べ き意識 や態 度 に 机 間巡視 を行 い ワー 自 らが とるべ き実践 的行
40

分
視覚障害者の状 つ いて考 え させ る。 クシ ー トの 記 入 を指 動 とは何かを考えさせ る。

況 につ い て」 示 す る。

【ガイドヘルプ体馴 ガ イ ドヘ ル パ ー 制 体 験 させ る こ とに り、 日常生活 にお いて取 り組

① 目隠 しを し単 度の必要性 を理解 視覚障害者の心情や め る次の課題 を意識 させ

独で歩 く体験 さ せ る 。 日常生活 にお ける危 る 。

② 誘導 して も ら 誘導歩行 中の事故 険性 につ いて考 え さ 〈流れ 〉

い歩 く体験 につ いて注意 をす せ る 。 ・声 をか け る

③ 様 々な誘 導 の る 。 ・支援 が必要か ど うか尋

受け 方が あ る ね る

課 ことの体験 白杖の機能(役 割) ・必 要 で あ れ ば ど う す れ

題 ④誘導には基本 を学 ばせ る。 視覚障害者の単独歩 ばいいか尋ね る
追
求

の 形 と ル ー ル 行 中の ス トレス に つ ・そ の よ う に対 応 す る

50 が あ る こ と の 視覚障害 者 のため いて 考 え させ る。 ・支援 が必 要 な と き と必

分 体験 の 白杖 を使用 した 要 で な い と き に つ い て

⑤ 行 って はい け リ ハ ビ リ テ ー シ ョ (写 真3) 理 解 させ る 。

ない 誘導 の体 ンにつ い て 説 明 す

験 る 。 路上 に 自転 車 を放 置 しな

【白杖体験】 iい 、 自 転 車 は 徐 行 す る 、
1

見た場所 を 目隠 i広 が って歩 かな い等 日常
しし、白杖 を使 っ の生活習慣 を見直 す契 機

て歩 く体験 と す る 。

課題 学習 の結 果 講 演 ・体 験 に よ っ 自らの生活 習慣 を見 体験 を通 し、身近 な障壁

と問題 点 を まと て 日常生活 にお け 直 し、 日常 生 活 で の を意 識 させ る 。 障 壁 に つ

ま め る 。 る障害者の 理解 と とるべ き態 度や 行為 いて様 々な角度 か ら考 え

と

め
支援 の方法 につ い に つい て考 え させ る。 させ 、意 見 交 換 をす る こ

5 次 回の予告 て総合的 に取 り組 とで 、様 々 な立 場 の 人 間

分 んだ ことを理 解 さ が共 に生 きる心情 と実践

せ る 。 的態度 を身 に付 け る必要

性 を理 解 させ る 。

一19一



【生 徒 の感 想 】

誘 導 体 験 を して 、 目が 見 え な い こ との 恐 ろ し さが

思 っ て い た以 上 に あ る こ とに気 が つ きま した 。 自分

の よ く知 っ て い る所 で の 体験 だ っ た の に 、 どこ に 何

が あ る の か 分 か らな くて 、一 歩 足 を出す のが とて も

怖 か っ た で す 。今 回 自分 の 知 っ てい る とこ ろ(校 内)

で の 体験 だ った け れ ど、 も し、 これ が 自分 の知 ら な

い 町 中 だ った り した ら どう しよ うか と思 い ま した。

誘 導 の や り方 に よ って も、怖 さが増 した り、 逆 に

少 し軽 くなっ た りしま した。 目が 見 えない か らとい っ

て 、手 を引 っ張 っ た り、背 中 を押 した り、 体 を 持 ち

写 真3上 げ た りす る こ とが とて も怖 い と言 う こ とが 分 か り

ま した 。 目が 見 え な い人 を 目的 地 まで 引 っ張 っ て連 れ て行 くので は な く、 目の 見 え る 人 が 見

え ない 人 のペ ー ス に合 わせ て 、「一 緒 に歩 い て い くこ と」 が 誘 導 さ れ る 側 の 人 が 安 心 で き る

誘 導 だ と分 か りま した 。 そ して 、誘 導 以 外 に も視覚 障害 者 が何 人 ぐ らい い る の か 、 原 因 は何

か 、 町 で視 覚 障 害 の方 を見 か け た と きに どう声 をか け た ら よい か な ど多 くの こ とを学 び ま し

た 。以 前 町 で 困 っ て い る視 覚 障 害 の方 を見 か け た と き 「何 か お手 伝 い した い」 と思 っ た の で

す が 、 ど う声 をか け た ら よい か わ か らず 、困 って しま った こ とが あ りま した 。 け れ ど今 度 そ

の よ うな こ とが あ った と きには声 をか け た い と思 い ます 。 今 回 私 が視 覚 障 害 の 体験 を した の

は 、 ほ ん の 少 しの 時 間 だ った け れ ど、 い つ も何 気 な くや って い る 日常 の 行 動 が 目が 見 え な い

と とて も不 便 で とて も怖 い こ とが わ か りま した 。今 回の体 験 で 目が見 えるこ とが とて も素 晴 ら

しい ことだ と実 感 しました。 少 しで も目の見 えない人 のお手 伝 いがで きた らいい と思 います。

(3)市 民講師 と共 に授業 を行 うまで に留意するこ と

① 市民講師 を依頼す るに当た り、単元のね らいや授業 内容 、回数 をあ らか じめ決 め、 社

会福祉協議会の担 当者 に原案 を示 し、学校 としての考 えを伝 える。

② 社 会福祉協議会 の担 当者の意見 を踏 まえ、案 を練 り直す 。

③ 共通の認識 に立 って、最適 な市民講師 を検討す る。

④ 市 民講師 を依 頼す る際、単元 の内容 、回数 、ね らい を提 示 し、学校 側の考えや進路 の

状 況等実態 を伝 える。

⑤ 市民講師か らの考 えや授業 において実施す る とよい体験項 目などを聞 き、再度案 を練

り直す。

⑥ 市民講師 と共 に、単元 に関す るね らい ・内容 ・実施場所等の共通理解 を深め る。

⑦ 授業 開始の前 に、指導案 を作成 し最終的な授業 内容 の確認 を行 う。

⑧ 実施期 間中は、生徒 の記 入 した プリン トを市民講 師に見 ていただ くとともに、授 業 の

反省や次 回の授業 に関す る打合わせ等 を適宜 行 う。

以上 の ように、市民講 師 と連絡 を密 に とり、緊密 な連携 の下授業 を展 開す る ことが重 要 で

ある。
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(4)補 足

上記の指導案 は、2例 とも障害者福祉 とい う視点か ら生徒へ の体験学習 を行 ってい る。

これ は、関連 した科 目の授業実践 か ら総合的 な学習 の時間に応用 しやすい題材 につい て取

り上 げたためで ある。 しか し、福祉の領域 は決 して障害者福祉のみではな く、高齢者福祉 ・

地域福祉 ・児童福祉 な ど様 々である。 学

欝 三懲 窃灘 擁{醗襲 麟鼻 贔吼

鞍畿驚ll準 護騨磁
の 楽 し さ と大 変 さを 聞 い た り、 私 た ちが ぞ 遷1塾 〆

壌 ρ'、
・ 詩

黛 轟 ・㌔沸

ど うあ るべ きか考 え た りす る こ と、 地 域

の 老 人 会 に参 加 し一 緒 に買 い物 をす る こ

とで 交 流 を深 め る こ とな ど、様 々 な 体 験

プ ロ グ ラ ムが あ る 。大 切 な こ とは 、 教 員

が 好 奇 心 を もち 身 の 回 りに ア ンテ ナ を張

り、生 徒 に あ っ た体 験 プ ロ グ ラ ム を 生 み

出 す こ とで あ る 。

亀

轡

評

、
晦響

ー

.

・鱗

濁
ー

。
.

鱒
醗

〆 、 窒

写真4

碑

患 争
4・

4評 価

(1)は じめ に

評 価 にお い て は 、 「人 と人 との 触 れ 合 い ・支 え合 い ・認 め合 い 」 や 「生 きる こ と の 素 晴

ら し さや 生 命 の尊 厳 」 を、生 徒 自身が 感 じ取 る とい う 「福 祉 」 をテ ー マ とす る総 合 的 な学

習 の 時 間 の趣 旨 が十 分 に 反映 され な け れ ば な らない 。 そ こで 、 生徒 の 成 長 を促 す 評 価 と い

う観 点 を 中心 に 、様 々 な手 法 を採 り入 れ て 、生 徒 の 学 習 活 動 全 体 に わ た る評 価 を総 合 的 に

行 う こ と と した 。

(2)評 価 の 観 点

分 類 中心的な観点 具 体 的 な 観 点

意 欲 ・関 心 ・ 「福 祉 」 につ い て 、 ・積 極 的 に人 とか か わ ろ う とす る 意 欲 が 生 まれ た か 。

態度 積極的 に学 ぼ うとす ・課 題 設 定 は 、 自分 自身 の 問題 意 識 に基 づ い た も の で

る意欲や態 度が 見 ら あ っ た か 。

れ た か。 ・問 題 解 決 の 意 欲 が 高 まっ た り、 新 た な課 題 を 設 定 し

i 探 求 しよ う とす る 姿勢 が あ っ た か 。

億 識 ・行動 「福 祉 」 に つ い て の ・ルー ル や マ ナ ー を守 っ て行 動 す る よ うに な っ た か 。

の変容 知 識 ・体 験 を積 む こ ・実 践 的 な社 会性 が 身 に付 い た か 。

と に よ り、 意 識 や 行 ・自発 的 に行 動 す る よ うに な っ た か 。

動の変容が 見 られた ・思 い や りや 豊 か な心 が培 わ れ た か 。

i
か 。
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思 考 ・判 断 「福 祉 」 を通 して 、 ・課 題 を 意識 しなが ら活 動 で きた か 。

ものの見方 や考 え方 ・課 題 を修 正 した り、 問題 意 識 が 高 まっ た り した か 。

に広が りと深 ま りが ・ 「福 祉 」 以 外 の 学 習 活 動 な どに お け る思 考 ・判 断 に

見 られ た か 。 もよい影響が現れたか。

情報活用能 「福祉」 に関す る情 ・調べ学習 で十分 な情報 を得 られたか。

力 報収集や調査活動は ・人 との かか わ りな ど を通 して
、情 報 を得 る こ とが で

十分な成果 を挙 げた き た か 。

か 。 ・収集 した情報 を、課題の修正や解決 に役立 て る こ と

が で きたか 。

(3)評 価の仕方

生徒 の行動 を観察 した り、その記録 を分析 した りする ことに よって評価 を行 う。行動 の

観 察は、教員 、市民講 師、保護者 な どが行 い、その結 果 に基づ いた三者 の話 し合 いや他 教

科 ・科 目担 当の教員 との情報 交換 を踏 まえて総合的 に評価する。同時に、生徒 自身 に よる

自己評価 や相互評価 、ア ンケー トや ワークシー トの記 録 を分析す るこ とで、学習 活動へ の

意欲、 自己表現 の意識 や行動 の変容 につ いて も評価す る。

▽評価 に用 いる記録 分析資料

評価 を行 う者 評価時期 評 価 に用 いる資 料

教 員 ・市民講師 ・保護者 毎 時 ・単元 ・学 期 ・

活動 ご と

発 表(報 告)ご と

生 徒 評 価 カード・学 習活 動 アンケート

生徒 自 己/相 互 評 価 カー ド・ワークシー ト ・学 習 活 動 アンケー ト

5福 祉 分野にお ける留意点 と取組

(1)実 践す る際の留意点及び課題

① 教員の役割 について

総合的 な学習の時間は、生徒 が主体的 に活動す るため、教員が生徒 の活動 を支援す る

姿勢で生徒 を見守 る態 度が特 に必要 となる。生徒 自ら課題 を見付 け、 自ら学 び、 自 ら考

え ることが重 要であ り、問題 の解決や探求活動 に主体的、創造 的に取 り組む態度を育て、

自己の在 り方生 き方 を考える ことがで きるようにす ることが教員 の役割 として求め られ

てい る。生徒 か ら希望 があった場合 には、学校内外での活動 に必要 な学習支援 あ るい は

学習指導 ・援 助 を行 う。なお、体験 ・見学等行 う場 合、教員 自身が明確 な指導 方針 を も

ち、生徒 に対 す る十分な事前指導 ・現場指導が必要である。 この ような指導が 行 き届 か

ない と、生徒の 「目的の欠如」 や 「人間の尊厳への認識不足」 が生 じ、受け入れの施 設

等で学校 に対 す る不信感や拒絶感 を生み 出す ことも考 えられる。生徒 一入一 人が 「自分

の勉強のために体験 している」 という感謝の気持 ちを もつ ようにすることが大切である。
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② 指導 体制 につ いて

ア 学校 内での協 力体制:校 長の リー ダーシ ップの下、全教職員が協 力 して行 う。

各分掌 ・教科 ・事務室 で適 切な協力体制 を敷 くことが大切であ る。 と りわけ福 祉 に

かかわ る内容 を取 り上げる教科 や調べ学習 、情報の学習活動 を取 り入 れている教 科 と

の連携 が必要であ る。 また、人的協 力だけでな く、各分掌 ・教科で管理す る教材 ・教

具 や、体育館 ・図書室 ・実験 室等の施設 ・設備 の効果的 な活用方法の工夫 な ども必 要

であ る。

イ 地域 との協 力:地 域 に根 ざ した活動 を行 う。

地域の多 くの人 々 との協 力が必要 な福祉 分野では、渉 外を担 当す る窓口 を一本化 す

る必要があ る。見学 ・体験で は受け入れ先の業務 に支障 が出ない ように、 日程や 人数

の調整 、他校 との調整 、更 には生徒の安全 を確 保するために も組織 的に取 り組 む こと

が望 ま しい。各関 係機関で も受 け入れ先の斡旋や人材 リス ト等 の充実 、謝礼 の支払 い

に関す る手続 きの簡素化 と柔軟 な運用が望 まれ る。なお、真 に地域 との協 力関係 を築

くた めには、体験 で地域の協力 を得 るだけで な く、地域 への成果 の還 元や、 イン ター

ネ ッ ト等 に よる さらに広 い地域への情報の発信 も考え られる。

③ 生徒 に対す る指導 内容 につ いて

第2分 科会 では総合 的な学習の時 間の 中での 「福祉」 をテーマに してお り、 目標 と し

てい るのは、教科 「福祉」で学習す る内容 との違い を明確 にす る こ と、 「生徒 が 福祉 を

通 して 自分 自身で課題 を見付 け、自 らその課題 を解決する能力の向上 を図 ること」 であ

り、活動 する ことに よって 自ら 「生 きる力」 を獲得す ることである。その際、教科 ・領

域 との違 いの認識 が教員 にない と 「教 え込み」か ら脱却で きず、か えって生徒の 自主性

を奪 い 目的か ら逸脱 して しまう恐 れが ある。総合的 な学習の時間 において は、生徒 の興

味 関心 や問題 意識 を喚起す る ことを特 に重視すべ きであ る。生徒 にとって は本領域 と福

祉 を扱 う教科 ・領域 との区別はつ きに くいので 、教員が教科 ・領域 との区別 を明確 に し

てお くことが大切 である。そのためにはガ イダンス機能の充実 などを行 う必要があ る。

なお 、万が一外部 との トラブルや、生命 に危険が及ぶ ような事 態が起こった場合 には、

適切 な指導 を行 うことは もちろん、ただちに活動 を中止 し計画 を変更 して原因 ・対処 法

を生徒 自身に も考 え させ る等 、柔軟 な対応が必要であ る。全教職員による話合い をもち、

事態 の再発 を防止 し、次年度 以降へ の組織 としての教育活動の継続性 を保つ こ とが必 要

である。

実施 に当たっては この外に も多 くの課題や問題点があ る。例 えば、具体的 な評価 の在

り方 や方法、予 算な どをどの ように工夫す るか 、今後の各学校 において創意工夫 を図 る

必要 があ る。
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(2)円 滑 な実施や 問題解決 に向 けた取組

総合 的学習 の時間の円滑 な実施や問題解決 に向けた取 り組みの一例 として委員会等 の設

置 が考 え られる。以下 その役割 を示す。

ア 準 備段 階:学 習指導要領 に基づ き各学校 に応 じた 目標 を設定 し、計画 を立て る。

学習指導 要領では、 この時間のね らい は具 体的 かつ 明確 に示 してあ る 。 各学校 で は

「自校 の生徒が何 を必要 としてい るか」 を検討 し、具体的 な 目標 を設 定す る こ とが必 要

であ る。 この 目標 に従い学 習内容 を検討 し計画の骨 格 を作 成す る。学校全体 で教員相 互

の共通理解 を図 るな どによ り、各教員 の実践がね らい に沿 った もの とな り、計 画 は生 徒

によるテーマの発展が望め るような形 が望 ましい。例 えば、初年度に発表の技術 や レポー

ト作成 の指導 を行 った上で、次年度以降に課題の研究活動 を行 うが考 えられる。 また、

集 団で指導す るこ とが好 ま しい ものに関 しては、各教科の教員の創意工夫 を生か し考慮

すべ きで ある。.

イ 実施段階:管 理職 や教務部等 と連絡 を取 り、総合的 な学習の時間 を統括す る。

(ア)市 民講 師の要 請 ・招聰(し ょうへい)、 外部施設等の体験 ・見学 の コー デ ィネ ー ト

を行 う。 このため人材 リス トや施設 リス ト等 の事前準備 と事後の フ ォローを行 い、 次

回以降に直ちに生かす ための内部的 ・対外的な調整 の必要 がある。 また、時 間割 の振

替が必要な場 合 に非常勤講 師等 との連絡調整や年間計画 を見通 した振替 の方 法、校 内

で シンポ ジウム ・発表会等 を行 う場合 に場所の確保や教室の割 り振 り ・生徒 移動 の計

画の作成 を行 う。

(イ)テ ーマの決定 に当た り各生徒 が 自主性 を生か し、教員が生徒 の主体的な活動 を生 か

す ことがで きるように、教員 に対 して研修 を行 う。 また人命 にかかわ ること もあ る だ

け に福祉一般 に関す る研修 も必要である。 さらに発表方法や調査 方法 に関す る研 修 な

どを企画 し各教員の資質向上 を図る。なお定期的 に 「総合的 な学習の時間会議」 を招

集 し、全教員 による話合いの時間 を設 けるべ きであ る。学校が組織 と して指導 に当 た

る とい う姿勢 を確立す ることによ り、 よ りよい活動 を行 うことがで きる。

ウ 各 回の活動終 了後、各教員 よ り報告書 を回収 し、問題点 や生徒の学習状況 を掌握 し、

随 時計画の修正 を行 う。

課題の研 究の段 階に入ってか らは、報告書 に生徒 の問題 に対 して どう対応 したか に関

す る欄 を設け、 これ を集積 し指導 のマニュアル等 を作 る ことによって異動 によ り経験 が

失われ る事態 を避け ることがで きる。生徒の発表 ・報告書等は、分類 ・整理 ・保管 し、

次年度以降の参照 とす ることが望 ま しい。その際 、著作権等の問題が クリアされ てい る

か どうかな ども確認す る必要があ る。
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IV課 題 と ま と め

新学習 指導要領の理 念 を実現 す る上で大 きな期待 を寄せ られ る総合的 な学習 の時間の研 究

を通 して、その重要性 を再認識す ることがで きた。なかには総合的 な学習の時間の導入によっ

て生徒 た ちの学力低下 を懸念す る意見 もあ るが、む しろ、生徒 の潜在 的な学習意欲 を掘 り起

こ し、主体的 に調べ 身に付 いた知識 を総合す る力 を培 うことが期待で きる。

今後の課題 としては、小 ・中学校 の総合 的な学習の時間 とどの ように連携 してい くかが挙

げ られ る。本研究 では総 合的な学習 の時間のね らい に基づ き、高校生の興味 ・関心 を喚 起 す

るテーマ として 「国際理 解」「福祉」 を取 り上げた。小 ・中学 校 にお け る総合 的 な学 習 の時

間の成果 を踏 まえ、高校 におけ る総合的 な学習の時 間 を通 して 自らの在 り方生 き方 を確立 し、

卒業後 において は生涯 にわ たる課題 にどの ようにつなげるかが重要 である。本研 究 を通 して

生徒 の学 習進度の差 に どう対応す るか、校外活動での危機 管理 の在 り方、総合 的 な学習 の 時

間 に対す る教員 の意識の違 い、市民講師の活用の仕方 などの課題が明確 となった。

実践 を進め るに当たっては、総合的 な学習の時間 を企画 ・運営す る校内組織が必要 となる。

そ こで は最初 に、学校 の実態 に即 して 「自校 の生徒が 身に付 ける資 質や能力等 を明確 に し、

生 きる力 の具現 化」 を検討 して、具 体的な 目標 を設定す る。 さらに、それを踏 まえて学 習 活

動計画 の骨格 を示 し、各教 員の実践 が 目標 に沿 った ものになる よう共通理解 を得 る ことが 必

要 である。一 人の教員 による指導 に終始 す るのではな く、総合 的な学習 の時間の 目標の下 に

多 くの教 員が多様 な形で この時間 にかかわ り、学習 の広が りと深化 を図ることが重要である。

学 習活動 計画の留意点 は、(1)3年 間 を見据 えた計画 を立てる。(2)指導要領 の5つ の例示 に

こだわ らない。(3)課題 を解決す る過程 を重要視す る。な どである。 また、題材 自体 を学 ぶの

では な く、題材 を通 して自己 の成長 を図 るこ とが、 自我の確立 しつつあ る高校生 にとって総

合的 な学習の時 間の大 きな 目的である。

総合的 な学習 の時 間では、教員 の意識改革 によ り、生徒 を見守 る態度 を十分 もった指 導方

法が肝要 となる。 また集団的な活動 だけで な く生徒個人 の活動 も重視することが求め られる。

教員 の役割 は、(1)出欠等 の管理 を行 う、(2)生徒 の学習 に対 して適切 な助言 をす る、(3)生徒 の

希望 に応 じて学 校内外での活動の コーデ ィネー トを行 う、(4)評価 をす る、な どである。 そ こ

で は生徒 の 自発的 な活動 を 「強制」 してはな らない。 また評価 につ いて も、数字 でな く所 見

に よ り生徒 の学習 を肯定的 に評価す る手法 を工夫する とともに、生徒 の 自己評価 を取 り入れ

るな ど、教員の一方的 な評価 とい う従来の評価方法か ら脱却 する ことが必要であ る。 もち ろ

ん多 くの教員が授業 において多様 に工夫 され た実践 を既 に行 っているが、総合的 な学習 の時

間で は、学習の結果で はな く過程 によ り重点 を置 き、生徒 と共 に学ぶ ことが求め られる。

総合的 な学習の時 間の 目的 を達 成 させ るためには、保護者や地域の人 々 との連携 ・協 力 が

必要であ る。 そのこ とが教育 につ いて保護者 や地域の積極的 な関心 を呼 び起 こす ことに もつ

なが る。地域性 を無視 して他校 の実践例 をその まま導 入 して も、この時 間の趣 旨にかな って

い る とは限 らない。地域 に即 した計画 を練 るこ とは特色 ある学校づ くりに もなる。その ため

には、市民講 師の協 力 など、柔 軟 な対応 も必 要になる。 こうした新 たな人材活用 を意欲 的 に

進 めていけば、総合的 な学習の時間 は無限の可能性 を秘 めている と言 える。
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